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♦事例紹介

【性別】 男性

【年齢】 82歳

【既往歴】 腰椎圧迫骨折再発 認知症
下肢機能不全

【介護保険】 要支援1

【家族構成】 妻と2人暮らし



【事例概要】
Ｈ29年5月頃に家族から相談。退院してから歩行困難になり立ち上
がりや立位も難しくなってきた。晩酌後に入浴し浴室から出られなく
なり妻に助けてもらったが妻も腰を痛めてしまったため、大好きな入
浴が出来なくなった。しかし自宅でどうしても入浴したいという希望
が強かった。

【課題】
下肢筋力の低下からふらつきもあり、足も上がらなくなっていた。膝
の屈伸が弱く立ち上がりも困難になっていた。

【目的】
浴槽から一人で立ち上がれるようになり在宅入浴が出来る

【支援方針】
下肢筋力の強化と膝のリハビリをする事で立ち上がりが出来るよう
にしていく



•１．アセスメント

〇生活行為できるシート 〇体力測定（事前）

〇本人・家族の希望

腰部圧迫骨折を繰り返し、活動量が低下。腰痛があり歩くのも遅くなったし、布団
から起き上がったりお風呂の中で立ち上がる時に介助が必要になってしまった。
腰痛を緩和させて一人で起き上がりができるようになりたい。
以前のように地域の通いの場に顔を出したり近所を散歩できるようになりたい。



•２．支援内容と目標

ここちヨガ イスdeエクササイズ

実践的機能訓練 訪問

目標

『床や浴槽から一人で立ち上がり、
安全に入浴ができるようになる』

・腰部圧迫骨折後の腰痛を軽減させ
る為のストレッチ。

・良姿勢になるように体幹の筋力バ
ランスを整える。
・床から立ち上がる下肢筋力の強化

・自宅の浴槽を模した環境で、床に
長座の姿勢で座り、立ち上がる訓練。

・自宅の浴槽を使用して、立ち上がり
の動作訓練。



•３．支援結果

〇喜びの声

・近所を30分程散歩することができるようになった
・一人で入浴して浴槽内で立ち上がることができ
るようになった

〇今後の目標

『以前のように妻と旅行へ出かけたい』



•４．今後の取り組み

「舌（機能・衛生）」の向上に着
目した、口腔リハビリを実施します。舌の
機能・衛生の低下は、口腔全体の機能・
衛生低下を意味します。その中心にアプ
ローチする事で咀嚼・嚥下・構音・唾液・感
覚の向上を目指します！



•本日はお忙しい中
ご清聴有難うございました


